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21％

ほぼ0％

2人

2023

「開発途上国」とは産業や経済がまだ発展していない国
や地域を指します。

す。また、井戸や病院や学校がまだなく、これから発展
していく国には、それらの施設をつくるためのお金を
提供します。

150

若者の割合



2023

61人

<出典：UNICEF 世界子供白書2023>

<出典：UNICEF 世界子供白書2023>

21％

ほぼ0％

2人

2023

「開発途上国」とは産業や経済がまだ発展していない国
や地域を指します。

す。また、井戸や病院や学校がまだなく、これから発展
していく国には、それらの施設をつくるためのお金を
提供します。

150

若者の割合







誰もが平等に学べる社会を目指して

世界には“女の子だから”というだけの理由で

勉強することを許されていない子どもたちがいます。

女性には教育が必要でないという考え方が強く根付いているからです。

JICAではこうした現状に対して誰もが平等に学ぶことができる

社会の実現に向けた様々な取り組みを進めています。

学ぶって、実はとってもうれしいことなんですね。

パキスタン

全ての子どもたちが質の高い教育を受けられるように

パキスタンでの教育
例えば、パキスタンでは、学校とは別にコミュニティ全体でいつでもどこでも、いくつに

なっても学習できる場をつくり、読み書きや計算など、人が生きる上で必要となる学びを

教えています。通常の学校教育とは違い、これらの教育を受けている半数以上は女の子で

す。こうした取り組みによって女性も仕事に就けるチャンスが増え、人生を自分の意志で

切り拓くことができるようになってきています。

すべてのひとが学べる権利を持っています。

しかし、世界には2.6億人以上の子どもや若者が貧困や社会の習慣によって学ぶことができません。

また、学校に通っていたとしても教員不足や授業の質の低さなどによって読解力や計算力が身につかない子ども

が6.1億人以上います。

すべての子供たちが質の高い教育を等しく得られるようにJICAはこれからも協力を続けます。

ではどんなことを行っているのか見てみましょう。

紛争・災害の中でも学び続けられる仕組みづくり
JICAでは紛争や自然災害などがきっかけで学びの機会を失う子どもたちに向けてどんな状況下であっ

ても教育を受けられる様々な仕組みに取り組んでいます。

被災地の子供たちによりよい教育を届ける
ネパールは、2015年に発生した地震より住宅や学校等が大き
な被害を受け、児童・生徒は雨ざらしの仮校舎で学んでいまし
た。そこでJICAは、ネパールの子供たちに向けて学校の再建
を支援。新校舎は、耐震性だけでなく教育の質向上につながる
設備も備えています。

協働を通して地域全体で学校を支える
紛争が続く地域では治安悪化により学校が閉鎖され、子どもた
ちの学ぶ機会が失われています。アフリカの貧困国では、教育
予算が不足しがちなため、「みんなの学校」プロジェクトを通
して保護者や地域住民が協働し、地域全体で学校を支える取り
組みが行われています。
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https://www.jica.go.jp/volunteer

約

（第1・第3日曜日、年末年始定休）

（月曜日、年末年始定休）

5044

8333 8382 https://www.jica.go.jp/domestic/#anchor1

田中明彦

JICAが協力している国は、約140か国。
これまで累計25万人の日本人（専門家やボランティア）を海外に派遣し、
途上国からは累計70万人の研修員を日本に招いてきました。（2023年現在）

ほっかいどう地球ひろば
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2024年１1月現在

2023年2月トルコ南東部を震央とするマグニチュード７.８の大地震が発生。
JICAでは、国際緊急援助隊（JDR）救助チームや医療チームを派遣しまし
た。一分一秒を争う被災地で救助や医療の日本人エキスパートが的確かつ迅
速に活動を行うためにトルコ語を日本語や英語に訳すことが必須でした。倒
壊する家屋に囲まれながら救助チームの通訳を行い、救助を求める住民の声
を聞き、不眠不休での活動を行いました。
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